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各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人日本てんかん協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県支部　代表　青栁智夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公印省略）
　　　　　　　　　　　　てんかんと雇用に関するセミナー開催のお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　

日頃から、公益社団法人日本てんかん協会の運営には、並々ならぬご協力を賜り、感謝申し上げます。
さて、当協会では、毎月発行している機関紙「波」において年１～２回は雇用・就労に関する特集をしている、10年に１回くらい、雇用・就労に関する調査を行う、など、啓発や実態把握への努力をしてきましたが、専門職の間から「てんかんは難しい。よくわからない」などの声が絶え間なく聞こえてきます。

2006年４月から精神障害者保健福祉手帳所持者は障害者雇用率にカウントされるようになり、2018年４月から精神障害者の雇用義務化につながっています。てんかんのある方々のうち多くは、精神障害者保健福祉手帳を所持して、障害者雇用率制度を活用して就職するようになりました。
2018年に、厚生労働省が行った障害者雇用実態調査において一般企業で雇用されているてんかんの方々は4.7％（統合失調症は31.2％、そううつ病は25.8％）となっています。てんかんの方々の雇用方法について、きちんとした整理をし、支援方法を整えれば、より多くのてんかんの方々が雇用される可能性があると考えられます。

そこで、今回、私たちは、「本当に役に立つ雇用・就労セミナー」を開くことに決めました。てんかん専門医で雇用にも詳しい方複数に演壇に立っていただき、クリニックや専門病院がどのようにてんかんの方の雇用を支援しているか、語っていただく。
てんかん発作がありながら働いている当事者の声、並びにてんかんの方を雇用している企業の声を聴いていただく、というものです。
セミナー後は、①てんかん専門の就労支援センター設置、②就労支援センターへの、
てんかんに関する知識、技術の提供を目指します。
　具体的な講師、演者等は、下記および添付の案内状、趣意書に掲載させていただいています。
　お忙しい中とは存じますが、どうかご参加ください。

記
日　時　2022年8月21日（日）10：45～16：00
場　所　横浜ラポール・ラポールシアター（横浜市港北区烏山町1752、「新横浜」駅から徒歩12分）
対　象　企業、就労支援機関・事業所、当事者・家族、一般市民
参加費　1,000円（会員無料）

以上　
